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令和５年 12 月 22 日（金）13:30～15:00 

長野県スポーツ会館２階会議室・オンライン会議 

併用開催 

 



宿泊・衛生専門委員会　委員名簿

（委員は順不同、敬称略）

職　名 氏　名 所属・役職等

委 員 長 中村　実彦
　長野県旅館ホテル組合会　会長
（長野県ホテル旅館生活衛生同業組合　理事長）

副委員長 溝口　圭一 　一般社団法人長野県医師会　常務理事

委    員 中島　邦雄 　一般社団法人長野県観光機構　常務理事

〃 太田　洋介 　一般社団法人日本旅行業協会関東支部長野県地区委員会　委員長

〃 長崎　義一 　一般社団法人長野県旅行業協会　代表理事

〃 大滝　祐吉 　一般社団法人長野県歯科医師会　副会長

〃 内藤　隆文 　一般社団法人長野県薬剤師会　副会長

〃 石井　絹子 　公益社団法人長野県看護協会　専務理事

〃 伊藤　一紀 　日本赤十字社長野県支部　事務局長

〃 加藤　光朗 　長野県JSPO公認スポーツドクター協議会　会長

〃 藤牧　泉 　長野県消防長会　会長

〃 水野　尚子 　公益社団法人長野県栄養士会　副会長

〃 湯本　忠仁 　一般社団法人長野県調理師会　会長

〃 町田　公一 　一般社団法人長野県食品衛生協会　副会長

〃 加藤　浩康 　長野県保健所長会　大町保健福祉事務所長

〃 赤津　英男 　公益財団法人長野県スポーツ協会　総務課長

〃 永原　龍一 　公益財団法人長野県障がい者スポーツ協会　常務理事兼事務局長

〃 大日方　隆 　長野県健康福祉部健康福祉政策課　課長

〃 久保田　敏広 　長野県健康福祉部医療政策課　課長

〃 藤木　秀明 　長野県健康福祉部障がい者支援課　課長

〃 久保田　耕史 　長野県健康福祉部食品・生活衛生課　課長

〃 滝沢　朝行 　長野県環境部資源循環推進課　課長

〃 若林　憲彦 　長野県観光部観光誘客課　課長

計　23名



第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会 

長野県準備委員会 第２回宿泊・衛生専門委員会 次第 

 

日 時：令和５年12月22日（金）13:30 ～ 15:00  

場 所：オンライン会議 

（主会場）長野県スポーツ会館２階会議室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 報告事項  

(1) 宿泊・衛生専門委員会委員の変更について 

(2) 準備委員会における決定事項について 

 

４ 審議事項   

(1) 第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会 宿泊基本計画（案）について 

(2) 第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会 

宿泊・衛生専門委員会部会設置要項（案）について 

 

５ その他   

 (1) 第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会 宿泊施設実態調査結果について 

  (2) 第１次仮配宿の実施（案）について 

 

６ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



報告事項



 

宿泊・衛生専門委員会委員の変更について 

（委員は順不同、敬称略） 

職 名 新任者 旧任者 所属・役職等 

副委員長 溝口 圭一 鈴木 章彦 一般社団法人長野県医師会 常務理事 

委員 中島 邦雄 小山 浩一 一般社団法人長野県観光機構 常務理事 

〃 長崎 義一 相馬 靖子 一般社団法人長野県旅行業協会 代表理事 

〃 内藤 隆文 長谷部 優 一般社団法人長野県薬剤師会 副会長 

〃 伊藤 一紀 清水 深 日本赤十字社長野県支部 事務局長 

〃 藤牧 泉 佐伯 英則 長野県消防長会 会長 

〃 赤津 英男 藤澤 文隆 公益財団法人長野県スポーツ協会 総務課長 

〃 大日方 隆 髙池 武史 長野県健康福祉部健康福祉政策課 課長 

〃 久保田 敏広 百瀬 秀樹 長野県健康福祉部医療政策課 課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項１ 



 

 

準備委員会における決定事項について 

会議・開催日 決定事項 

所掌専門委員会 

総務 

企画 

競技 

運営 

広報 

県民 

宿泊 

衛生 

輸送 

交通 

式典 

会場 

第９回常任委員会 

令和５年２月８日 

オンライン会議 

第 82 回国民スポーツ大会 

競技会場地市町村第８次選定 
○      

第 82 回国民スポーツ大会 

開催予定施設の変更 
○      

第 82 回国民スポーツ大会・ 

第 27 回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本方針 

   ○   

第 82 回国民スポーツ大会・ 

第 27 回全国障害者スポーツ大会 

医事・衛生基本方針 

   ○   

第 82 回国民スポーツ大会・ 

第 27 回全国障害者スポーツ大会 

輸送・交通基本方針 

    ○  

第 82 回国民スポーツ大会・ 

第 27 回全国障害者スポーツ大会 

式典基本方針 

     ○ 

第 82 回国民スポーツ大会・ 

第 27 回全国障害者スポーツ大会 

長野県準備委員会専門委員会規

程の改正 

      

第 82 回国民スポーツ大会 

県及び会場地市町村の業務分

担・経費負担細目の改正 

○      

第 10 回常任委員会 

令和５年５月 31 日 

オンライン会議 

第 82 回国民スポーツ大会・ 

第 27 回全国障害者スポーツ大会 

開催基本構想 

○      

第 82 回国民スポーツ大会 

種別の変更 
○      

第 82 回国民スポーツ大会 

公開競技会場地市町村第１次選

定 

○      

報告事項２ 



 

第 82 回国民スポーツ大会・ 

第 27 回全国障害者スポーツ大会 

長野県準備委員会専門委員会規

程の改正 

      

第７回総会 

令和５年５月 31 日 

オンライン会議 

令和４年度事業報告 
      

令和４年度収支決算 
      

令和５年度事業計画 
      

令和５年度収支予算 
      

令和５年度暫定収支予算（会長

専決処分） 
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、
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8
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ツ
大
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全
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国
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大
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大

会
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毎
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開
催

さ
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ス
ポ

ー
ツ

の
祭

典
大

会
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行
）

委
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会
を

は
じ
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、
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体

全
国

障
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者
ス
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ー
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大
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と
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大
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わ
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、

大
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の
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標
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開
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が
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全
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を
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と
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組
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が

い
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
機

会
が

生
ま

れ
、

障
が

い
の

あ
る

人
も

な
い

人
も

共
に

生
き

る
長

野
県

づ
く

り
に

つ
な

が
る

準
備

（
実

行
）

委
員

会
で

は
、

専
門

委
員

会
な

ど
に

お
い

て
、

構
想

を
踏

ま
え

た
人

々
の

交
流

の
輪

が
広

が
る

と
と

も
に

、
本

県
の

魅
力

発
信

、
観

光
や

経
済

活
動

へ
の

効
果

波
及

が
期

待
さ

れ
る

方
針

や
計

画
、

取
組

を
具

現
化

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

促
進

家
庭

や
職

場
で

簡
単

に
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及

県
内

各
地

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
合

宿
の

誘
致

促
進

大
会

の
競

技
会

開
催

地
の

ス
ポ

ー
ツ

の
「

聖
地

」
化

少
年

選
手

の
計

画
的

な
発

掘
及

び
育

成
・

強
化

県
内

で
活

動
す

る
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
選

手
や

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

と
の

交
流

機
会

の
確

保

「
長

野
県

競
技

力
向

上
対

策
本

部
」

を
中

心
と

し
た

取
組

の
推

進
選

手
の

県
内

就
職

や
競

技
活

動
を

継
続

で
き

る
環

境
づ

く
り

選
手

を
は

じ
め

、
指

導
者

・
ス

タ
ッ

フ
の

発
掘

及
び

育
成

全
国

大
会

や
国

際
大

会
へ

の
出

場
を

視
野

に
入

れ
た

選
手

の
育

成
・

強
化

指
導

者
の

育
成

・
確

保
や

競
技

役
員

等
の

養
成

、
活

躍
の

場
の

拡
大

及
び

充
実

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
や

活
動

支
援

両
大

会
の

開
催

準
備

や
運

営
の

一
体

的
な

推
進

バ
リ

ア
フ

リ
ー

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
た

大
会

運
営

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
と

、
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選
手

と
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流

機
会
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確

保
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い
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有
無
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年

齢
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性
別
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国
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ど
に

か
か
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、
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が
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に
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に
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方
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が

い
者

ス
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ー
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が
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く
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き
る

ス
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ベ
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開
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大
会

開
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に
必
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な
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設
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具
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ど
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民
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発
的

に
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動
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齢
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性
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、
国
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に

か
か

わ
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か
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外

に
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し
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る

文
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開
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組
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方
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ポ
ー
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で
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野
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気
に

す
る

大
会

開
催

地
実
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技
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目
の

普
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・
●

ス
ポ

ー
ツ

に
よ
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健
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寿
世
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地
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む
未
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ス
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ー
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な
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光
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地
域
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ー
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え
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人
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育
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●

県
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参
加
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会

を
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の
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ス
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ツ

で
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様
性

を
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生
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会
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●

い
つ

で
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ツ
に
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め
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く
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・・ ・・ ・ ・・・
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○

・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・

第
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回
国
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ス
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ー
ツ
大
会
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7
回
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国
障
害
者
ス
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ー
ツ
大
会
　
開
催
基
本
構
想
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要
版
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催
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国
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ス
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ー
ツ
大
会
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国
障
害
者
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ー
ツ
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会
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・ ・ ・ ・

○
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ポ
ー
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の
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興
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え

る
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環
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す
る

大
会
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ポ
ー

ツ
で
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生
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会
づ

く
り

を
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速

す
る

大
会
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ポ
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ツ
の
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づ

く
り

を
　

 推
進

す
る

大
会

５
 ス

ポ
ー

ツ
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長
野

県
の

　
 フ

ァ
ン

を
増

や
す

大
会
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目
　
標
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Ｓ

Ｄ
Ｇ
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の
推

進
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大

会
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踏
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え
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進
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野
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・
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を
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し

、
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つ
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・
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な

大
会

運
営
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組
推
進
に
あ
た
っ
て
の
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 報告事項２　資料１




 

第 82 回国民スポーツ大会 公開競技 会場地市町村第１次選定 

 

 

No. 競技名 種別 市町村名 開催予定施設 

１ 綱引 全種別 岡谷市 

岡谷市民総合体育館 

（スワンドーム） 

２ 武術太極拳 全種別 佐久市 長野県立武道館 

３ パワーリフティング 全種別 白馬村 白馬村多目的研修集会施設 

４ バウンドテニス 全種別 軽井沢町 軽井沢風越公園総合体育館 

５ スポーツチャンバラ 全種別 山ノ内町 山ノ内町立山ノ内中学校体育館 

６ ダンススポーツ 全種別 安曇野市 

安曇野市総合体育館 

（ＡＮＣアリーナ） 

 

 

 

報告事項２ 資料２ 第 10 回常任委員会 

令和５年５月 31 日決定 



審議事項  



 

 

審議事項１ 

第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本計画（案） 

 
第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会宿泊基本方針に基づき、県、会場地

市町村、関係機関・団体等は、相互に緊密な連携を図り、第 82 回国民スポーツ大会（以下「国スポ」

という。）及び第 27 回全国障害者スポーツ大会（以下「全障スポ」という。）の次の業務を円滑に推

進する。 

 

１ 配宿業務の実施 

（１）宿舎に関する調査の実施 

［国スポ］ 

選手・監督、役員、視察員、報道員及びその他関係者（以下「参加者」という｡）の配宿計画

の作成に資するため、県と市町村が連携し、宿舎に関する調査を実施する｡ 

［全障スポ］ 

参加者の配宿計画の作成に資するため、県は、宿舎に関する調査を実施する。 

 

（２）宿泊予定者数の把握 

［国スポ］ 

配宿計画の作成に必要な各都道府県の宿泊予定者数を把握するため、県と会場地市町村が連

携し、各都道府県等への宿泊意向調査を実施する。 

［全障スポ］ 

配宿計画の作成に必要な各都道府県の宿泊予定者数を把握するため、県は各都道府県等への

宿泊意向調査を実施する。 

 

（３）仮配宿計画の作成 

［国スポ］ 

宿舎に関する調査、先催県の参加者の実績、各都道府県等への宿泊意向調査等に基づき、県と

会場地市町村が連携し、仮配宿計画（会場地市町村ごとに参加者をどの宿舎に割り振るかのシミ

ュレーションを行い作成した計画をいう。以下同じ。）を作成する。 

［全障スポ］ 

宿舎に関する調査、先催県の参加者の実績、各都道府県等への宿泊意向調査等に基づき、県

は、仮配宿計画を作成する。 

 

（４）宿舎の充足対策 

［国スポ］ 

仮配宿計画において、会場地市町村内の旅館等（旅館業法の許可を受けて営業を行う旅館、ホ

テル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）のみでは参加者の収容が困難な場合は、県と会場地市町

村が連携し、会場地市町村内の旅館等の客室提供の促進、近隣市町村（原則として県内）の旅館

等の利用、公共施設等の転用等、必要な充足対策を行う。 

また、充足対策が円滑に遂行できるよう、必要に応じ、県、会場地市町村等による連絡会議を

設置する。 

［全障スポ］ 

仮配宿計画において、会場地市内の旅館等のみでは参加者の収容が困難な場合は、県は、広域

配宿を行う等の必要な充足対策を行う。 

 

（５）配宿計画の作成 

［国スポ］ 

県と会場地市町村は、仮配宿計画等に基づき、市町村ごとの宿泊人数を調整の上、配宿計画を



 

   

作成する。 

［全障スポ］ 

県は、仮配宿計画等に基づき、市町村ごとの宿泊人数を調整の上、配宿計画を作成する。 

 

（６）宿泊環境の整備 

［全障スポ］ 

参加者が快適に宿泊できるよう、県は、必要に応じて、宿泊支援用具等を準備する等、宿泊環

境の整備に努める。 

 

２ 宿泊本部の設置 

宿泊申込み、変更及び取消しに関する一連の業務を迅速かつ正確に処理するため、県に宿泊本

部を設置する。 

 

３ 宿泊料金の決定 

［国スポ］ 

宿泊料金については、先催県の事例も参考に、県が旅館等の関係団体との協議結果を踏まえ、公

益財団法人日本スポーツ協会と協議し、公益財団法人日本スポーツ協会において決定する。 

［全障スポ］ 

宿泊料金については、国スポの宿泊料金を基本とし、旅館等の関係団体と協議し、県が決定す

る。 

 

４ 食事の提供 

参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養素のバランスが良く、信州の豊かな気候・風土に

育まれた農畜水産物や多彩な食文化を生かした郷土色豊かなものを提供する。 

また、選手が十分に活躍できるよう食事に関する方針を作成するとともに、調理関係者等を対

象に講習会を開催し、方針の普及に努める。 

 

５ 弁当の調達 

［国スポ］ 

昼食弁当については、県及び会場地市町村が、必要に応じて調達を行う。 

［全障スポ］ 

昼食弁当については、県が、必要に応じて調達を行う。 

 

６ その他 

（１）国スポの県外開催競技については、上記に関わらず県が「１配宿業務の実施」、「４食事の提

供」及び「５弁当の調達」の業務を実施する。 

（２）上記のほか、宿泊、食事及び弁当業務の実施に関して必要な事項については、別に定める。 



 

 

第９回常任委員会 

令和５年２月８日決定 

審議事項１資料１ 

第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本方針 

 

第 82 回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）・第 27 回全国障害者スポーツ

大会（以下「全障スポ」という。）に参加する選手・監督、役員、視察員、報道員及び

その他関係者（以下「参加者」という。）の宿泊及び食事の提供については、 国スポ

及び全障スポの参加者がそれぞれの分野で十分な活躍ができるよう、おもてなしの心

で温かく迎えるとともに、次の方針に基づき行うものとする。 

 

１ 宿 舎 

(1) 参加者の宿舎は、原則として、会場地市町村内の旅館等（旅館業法の許可を受

けて営業を行う旅館、ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）を利用する。  

(2) 会場地市町村内の旅館等で参加者の収容が困難な場合は、関係機関・団体等と

協議の上、近隣市町村（原則として県内）の旅館等を利用する。  

なお、その地域の実情に応じ、公共施設等も利用する。 

(3)  風紀上、衛生上、安全対策上等の理由により、支障があると認められる施設は

宿舎として利用しない。 

 

２ 配 宿 

(1)  国スポにおける選手・監督及び競技会に関わる役員（以下 ｢ 選手・監督等 ｣ 

という。）の配宿は、競技会場及び練習会場までの交通状況等を考慮し、会場地

市町村が行う。ただし、近隣市町村（原則として県内）の旅館等に配宿する場合

及び選手・監督等を除く参加者の配宿は、県と会場地市町村が協議して行う。   

全障スポ参加者の配宿については、県が行う。  

(2)  選手・監督の宿舎は、都道府県別、競技別、競技種別、男女別を考慮して配宿する。 

(3)  役員、視察員、報道員等の宿舎は、原則として、選手・監督の宿舎とは別にする。 

(4)  全障スポ参加者にとって、利用しやすい宿舎に配宿するよう努める。 

 

３ 宿泊料金 

  国スポ参加者の宿泊料金は、県及び旅館等の関係団体との協議を経て、公益財団

法人日本スポーツ協会において決定する。 

全障スポ参加者の宿泊料金は、国スポ宿泊料金を基本とし、県が決定する。 

 

４ 食 事 

参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養素のバランスが良く、信州の豊かな 

気候・風土に育まれた農畜水産物や多彩な食文化を生かした郷土色豊かなものを提

供する。 



 

第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会 

宿泊・衛生専門委員会部会設置要項（案） 

 

 （趣旨） 

第１条 この要項は、第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会長野県準

備委員会専門委員会規程第５条の規定に基づき、宿泊・衛生専門委員会（以下「専門委員

会」という。）の部会設置及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （部会の設置等） 

第２条 専門委員会に部会を設置し、宿泊・衛生の基本方針や基本計画を踏まえた検討を行

うものとする。 

２ 部会の名称及び専門委員会からの付託事項は、別表のとおりとする。ただし、定めにな

い事項については、その都度、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （部会の役員） 

第３条 部会に次の役員を置く。 

 (1) 部会長   １名 

 (2) 副部会長  １名 

２ 役員は、第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会

会長が委嘱する。 

３ 部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

４ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるとき、又は部会長が欠けたときは、そ

の職務を代行する。 

 

 （任期） 

第４条 部会の委員（以下「委員」という。）の任期は、部会の任務が達成されたときまでと

する。 

２ 前項の規定にかかわらず、委員に委嘱された者が、その属する機関又は団体において委

嘱された時の役職を離れたときは、当該委員の任期は、当該役職にあった日までとする。 

３ 前項の規定により委員が欠けたときは、当該委員の属していた機関又は団体において当

該委員の後任となった者を委員に委嘱するものとする。 

 

 （会議） 

第５条 部会は、部会長が招集し、部会長が議長となる。 

２ 部会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

３ 部会長は、やむを得ないと認められる事項又は軽易な事項については、書面による表決

を求め、これをもって部会に代えることができる。 

４ 部会は、付託事項の審議結果を専門委員会に報告する。 

５ 部会は、必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴くこと

ができる。 

 

 （委任） 

第６条 この要項に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会長が専門委員

会委員長の承認を得て別に定める。 

審議事項２ 



   

    附 則 

  この要項は、令和５年 月 日から施行する。 

 

別表（第２条関係） 

部会の名称 付託事項 

宿泊部会 ○ 宿泊要項等に関すること。 

○ 配宿計画に関すること。 

○ 宿泊施設充足対策に関すること。 

○ 宿泊料金に関すること。 

○ その他宿泊に関すること。 

医事・衛生部会 ○ 医療救護対策に関すること。 

○ 防疫対策に関すること。 

○ 食品衛生対策に関すること。 

○ 環境衛生対策に関すること。 

○ その他医事・衛生に関すること。 

食事部会 ○ 標準献立に関すること。 

○ 昼食弁当に関すること。 

○ その他食事に関すること。 
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審議事項２資料１ 

宿泊・衛生専門委員会 部会の設置について 

 

１ 趣旨 

  信州やまなみ国スポ・全障スポの開催にあたり、選手・監督等の配宿、医療救護、衛生及び

食事に関する方策等を専門的見地から具体的に検討するため、宿泊・衛生専門委員会（以下「専

門委員会」という。）に宿泊、医事・衛生及び食事に係る部会を設置する。 

（設置根拠：第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会長野県準備委員会専門

委員会規程第５条） 

 

２ 各部会の役割 

 (1) 役割の共通事項 

・事務局が作成した各種方針、要項、要領等について審議し、専門委員会へ報告する。 

・各分野についての助言、団体等への働きかけ支援を行う。 

 

 (2) 各部会の役割 

部会名称 
役割 

審議項目 想定される主な内容 

宿泊 

配宿に関すること 宿泊施設充足対策要項、配宿の実施方針、宿泊要項、 

報道員及びその他大会関係者宿泊規程、宿泊事務実施要

領 等 

医事 

・衛生 

①医療救護に関す

ること 

医療救護要項、医療救護実施要領、会場地市町村医療救護

業務推進指針 等 

②衛生に関するこ

と 

防疫対策要項、食品衛生対策要項、環境衛生対策要項、感

染症対策実施要領、食品衛生対策実施要領、宿舎衛生対策

実施要領 等 

食事 

①食事に関するこ

と 

食事に係る提供方針 等 

②弁当調達に関す

ること 

弁当調達要項、弁当調製施設選定基準、弁当メニューに関

する事項 等 

 

３ 部会委員選定の考え方 

 (1) 基本的な考え方 

   ・宿泊・衛生専門委員会委員の所属団体を中心に選定する。 

   ・部会長からの推薦を軸に、実務者を中心とした構成とする。 

 

 (2) 各部会の委員の分野 

部会 委員の分野 

宿泊部会 宿泊、観光分野 

医事・衛生部会 医療、衛生分野 

食事部会 食事、宿泊、衛生分野 
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４ 今後のスケジュール（案） 

 ・令和６年５月  第１回食事部会開催 

 ・令和６年９月  第 1 回医事・衛生部会開催、第２回食事部会開催 

 ・令和６年 10 月又は 11 月 第１回宿泊部会開催 

 ・令和６年 12 月    第３回宿泊・衛生専門委員会開催 

 ※業務の進捗状況により開催月が前後する可能性がある。 
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※太枠で囲われている方針、計画等は、専門委員会で審議予定の事項です。
　（国スポの宿泊料金は日本スポーツ協会と協議のうえ、日本スポーツ協会が決定。）
　（国スポの宿泊要項、医療救護要項は日本スポーツ協会と協議し、承認を得る必要がある。）

宿泊・衛生専門委員会の主な審議事項等の今後のスケジュール

※先催県を参考に作成しているため、今後変更となる可能性があります。

年　度 開催手続 全体 宿泊 食事 医事・衛生

医
療
救
護
に
か
か
る
事
項
の
検
討
・
準
備

内 定

決 定

宿泊・衛生専門

委員会設置

開催申請書

の提出

中央競技団

体正規視察

会場地

総合視察

（文科省・

日ｽﾎﾟ協）

宿泊基本方針

宿泊基本計画

医事・衛生基本方針

防疫対策要項

食品衛生対策要項

環境衛生対策要項

配宿の実施方針

医療救護要項

（本県案）

宿泊要項

（本県案）

会場地市町村医療

救護業務推進指針

食品衛生対策

実施要領

宿舎衛生対策

実施要領

感染症対策

実施要領

報道員及びその他

大会関係者宿泊規程

宿泊事務実施要領

宿泊・衛生

専門委員会

部会等の

設置に係る

検討

配
宿
に
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か
る
事
項
の
検
討
・
準
備
・
調
整

救護本部・救護所設置
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生
・
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標
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献
立
作
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・
弁
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備

食事に係る提供方針

弁当調達要項

弁当調製施設

選定基準

弁当調達

医療救護要項

※日スポ協協議・承認

第82回国民スポーツ大会（本大会）・第27回全国障害者スポーツ大会

宿泊料金（本県案）

宿泊施設充足対策要項

弁
当
献
立
に
か
か
る
検
討

第82回国民スポーツ大会（冬季大会）

医療救護実施要領

医療救護実施

計画

医
師
・
看
護
師
等
確
保
・
調
整

食
品
衛
生
講
習
会
・
健
康
診
断
の
励
行
等

衛
生
講
習
会
の
実
施

環
境
衛
生
対
策
の
検
討
・
実
施

宿泊料金調査

配
宿
に
向
け
た
準
備
（
第
２
次
・
第
３
次
仮
配
宿
・
宿
泊
意
向
調
査
等
の
実
施
等
）→

配
宿
計
画

本配宿

第１次仮配宿

宿泊要項
※日スポ協協議・承認

宿泊料金

※日スポ協協議・決定

宿泊施設実態調査

標準献立作成にかか

る検討

審議事項２資料２
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第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会 
宿泊施設実態調査結果について（概要） 

１ 調査目的 

（１）第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会（以下「国スポ・全障スポ」と

いう。）参加者の宿舎確保に向けて、県内の営業宿泊施設の実態を把握し、円滑な配宿を実施す

るための基礎資料とする。 

（２）宿泊施設に対して５年後の国スポ・全障スポ開催を周知し、客室提供の協力を依頼する。 

２ 調査内容 

（１）施設区分、各種設備、会議室や食事提供の有無、宿泊料金、客室の形式及び客室数 等 

（２）国スポ・全障スポ期間の客室提供の意向（国スポ本大会については提供可能客室数及び収容人数） 

３ 調査期間 

令和５年８月～９月 

４ 調査結果の概要 

（１）調査施設数及び回答施設数 

調査対象施設数 回答施設数 回答率 

3,172 施設 

928 施設 

 所有客室数    19,890 室 

 最大収容可能人数 57,211 人 

29.3％ 

（２）各競技会場地市町村における国スポ・全障スポ客室提供意向施設の概要及び宿泊者数（想定）との比較 

 
国スポ 

提供可能施設 
国スポ冬季大会 
提供可能施設 

全障スポ 
提供可能施設 

競技会場地市町村数 28 市町 ４市町村 ９市 

施 設 数 355 施設 81 施設※２ 103 施設※２ 

最大収容可能人数 22,674 人 5,430 人 8,791 人 

提供可能人数(A)  14,205 人 2,808 人※３ 3,683 人※３ 

宿泊者数(想定)(B) ※１ 14,065 人 2,309 人 6,442 人 

過 不 足(A-B) 140 人 499 人 ▲2,759 人 

充 足 率(A/B) 101.0％ 121.6％ 57.2％ 

   ※１ 先催県の１日当たりの最大宿泊者数とした（国スポ・全障スポ：R5 鹿児島国体宿泊申込人数（速報値）、国ス

ポ冬季大会：R2 とやま なんと国体 2020（スキー競技会）配宿実績） 

   ※２「提供できる（客室の半分以上）」、「一部なら提供できる（客室の半分以下）」と回答した施設の合計 

   ※３「提供できる」と回答した施設は総収容人数の 75％で計上、「一部なら提供できる」と回答した施設は総収容

人数の 25％で計上、「分からない」と回答した施設は提供意向なしとした 

５ 課題と今後の取組み 

○国スポ（冬季大会含む）においては充足していることとなるが、19 市の中でも施設数に大きな

乖離がある、会場地市町村によっては提供意向施設が無いというところがある等、市町村によ

って状況が大きく異なること、また、今後決定される競技会の開催日程や都道府県別、競技別、

男女別など配宿への考慮が求められていることから、全障スポ分も含めて更なる宿舎の確保が

必要と考えられる。 

○国スポ・全障スポ開催まで、まだ５年あることから、提供未定、不明等の回答も多くあったた

め、両大会開催の周知や更なる協力依頼、宿泊施設の掘り起こしが必要である。 

○今回の調査結果を基に、会場地市町村において各競技の選手・監督、役員等をどの宿泊施設に

どのように配宿するかの配宿シミュレーション（第１次仮配宿）を行う予定であり、これによ

り、配宿業務の課題を整理し、公共施設の転用や広域配宿等、宿舎の充足対策を検討する。 



 

 

その他２ 

第１次仮配宿の実施（案）について（概要） 

１ 目的 

 第 82 回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）における選手・監督、競技会役員等の配

宿業務を円滑に遂行するため、会場地市町村ごとに第１次仮配宿（配宿シミュレーション）を行い、

現段階における宿泊施設の充足状況を把握の上、充足対策の実施や配宿計画の策定に資することを

目的とする。 

２ 実施主体 

  会場地市町村（公開競技及びデモンストレーションスポーツのみの会場地市町村を除く） 

３ 配宿対象宿泊施設 

  令和５年度実施の「第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会宿泊施設実態

調査」（以下「実態調査」という。）で回答のあった宿泊施設のうち、会場地市町村が配宿を行う

ことが適当と認めた宿泊施設 

４ 仮配宿の方法（予定） 

（１）県準備委員会は、実施競技別想定会期（第１次仮配宿用）と実施競技別宿泊予想人数（先催

県の宿泊実績を参考）を見込む。 

（２）【配宿作業】 

   会場地市町村は、実態調査における国スポ提供意向人数をもとに、（１）の中で１日当たりの

宿泊予想人数が最大となる日において、提供可能宿泊施設に宿泊予想人数の割り振りを行う。 

（３）【充足対策】 

   会場地市町村は、宿泊予想人数に対して宿舎の不足が見込まれる場合は、以下の充足対策を

検討する。 

    ① 会場地市町村内における営業宿泊施設の客室提供の促進 

      （実態調査で回答を得られなかった営業宿泊施設を含む。） 

    ② 転用施設（公共施設等）の利用 

    ③ 民泊の実施 

    ④ 広域配宿（近隣市町村宿泊施設への配宿）の実施 

５ 今後のスケジュール（案） 

開催５年前 ４年前 ３年前 ２年前 １年前 開催年 

R5 R6 R7 R8 R9 R10 

 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月     

宿
泊
基
本
計
画
の
策
定 

宿
泊
施
設
実
態
調
査 

第
１
次
仮
配
宿 

第
１
次
仮
配
宿
説
明
会 

 
 

報
告
と
り
ま
と
め
・
市
町
村
ヒ
ア
リ
ン
グ 

 

７
月
上
旬
ま
で 

 
 

 
 
 

 

８
月
末
日
ま
で 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

   

宿
泊
施
設
充
足
対
策
要
項
协
案
卐
の
審
議 

第
１
回
宿
泊
部
会
へ
結
果
報
告 

   

宿
泊
施
設
充
足
対
策
要
項
协
案
卐
作
成 

 

第
１
次
仮
配
宿
結
果
集
計
・
充
足
対
策
の
検
討 

宿
泊
施
設
充
足
対
策
要
項
协
案
卐
の
審
議
・
決
定 

第
３
回
宿
泊
・
衛
生
専
門
委
員
会
へ
結
果
報
告 

配
宿
方
針
の
決
定 

宿
泊
料
金
調
査 

宿
泊
料
金
決
定
协
日
ス
ポ
協
が
決
定
卐 

第
２
次
仮
配
宿 

配
宿
業
務
委
託
開
始 

宿
泊
要
項
协
日
ス
ポ
協
が
決
定
卐 

第
３
次
仮
配
宿 

最
終
仮
配
宿
・
本
配
宿 

※実施時期や内容は現時点での予定であり、準備の進捗等により変更することがある。 


